
　平安時代には、今の市川市国府台付近に下総国の国府が置かれ、ここ
から常陸へ向かう官道が市域を通っていました。戦国時代は小金城主・
高城氏が東葛を支配したため、小金が政治や交通の中心地になりました。
　江戸時代に幕府が水戸街道を整備すると、松戸と小金は宿場町として
繁栄し、松戸の江戸川沿いには河岸が設けられ賑わいを見せていました。
また、常盤平・松飛台・五香六実の一帯は、小金牧と呼ばれた幕府直轄の
馬の放牧場で、幸谷の福昌寺にある絵馬には野馬捕りの様子が描かれて
おり、徳川将軍による御鹿狩りを描いた錦絵も博物館に展示されています。
　明治時代になると、市域の町村は千葉県に属しました。明治22年に栗
山村などと合併して成立した松戸町は、郡役所、郵便局、警察署、裁判所
が置かれるなど東葛飾郡の行政の中心地でした。明治29年、現在の常磐
線が開通し、松戸駅、馬橋駅、北小金駅が順次開設。大正5年に流山鉄道
（現流鉄）が開通し、大正１２年には現在の東武野田線が開通、六実駅が
開設されました。

　松戸市は、千葉県北西部に位置し、面積は６１．３８㎢、江戸川を挟んで
東京都と埼玉県に隣接しています。東京都心部からは２０㎞圏内にあり、
６路線２３駅と周囲の都市と比べて路線・駅とも多数あり、また江戸川や
坂川、２１世紀の森と広場をはじめ斜面林などの樹林地や街路樹など、
水やみどりの多彩な資源に恵まれています。台地と低地、谷津で形成される
地形は起伏に富み、低地部を中心に１２の一級河川と９の準用河川が
流れるなど、まちに豊かな表情を生み出しています。

松戸市の概要
　明治１７年、江戸幕府最後の将軍徳川慶喜の実弟徳川昭武が戸定邸を建てて松戸に移り住みます。戸定邸は、明治前期の大名華族の邸宅
で、建築当初の建物の大部分が現存する全国的にも数少ない貴重な事例として、平成１８年に国の重要文化財に指定されています。
　また、客間の前に広がる洋風技法を取り入れた庭園は、平成２７年に「旧徳川昭武庭園（戸定邸庭園）」として国指定名勝になりました。徳川昭
武は多彩な趣味を持ち、明治時代の松戸を撮影した貴重な写真が数多く残されています。

松戸に住んだ幻の将軍

　昭和18年、松戸町、高木村、馬橋村が合併して人口約4万人で市制を施行しました。終戦後、政治社会体制の大きな変革の中、松戸市の都市
づくりが始まります。昭和29年に旧小金町の大部分を編入、昭和31年には沼南村の一部を併せて現在の市域となりました。
　昭和30年の新京成電鉄松戸駅~津田沼間の開通、昭和35年の常盤平団地の入居開始を経て、昭和43年に市の人口は20万人を突破します。
昭和46年には、常磐線が複々線化されて営団地下鉄千代田線の相互乗り入れが始まるなど、松戸市は急激に膨張する首都東京の住宅需要の
受け皿として、日本の高度経済成長を支えました。
　昭和50年代に入ると、人口急増の歪みを是正するため計画的な都市づくりを推進していきます。市制施行50周年を迎えた平成5年には「21世
紀の森と広場」がオープンし、都会的な機能と自然の豊かさが融合する成熟した街へと成長を遂げ、現在、約50万人の市民が暮らす首都圏有数
の規模を誇る都市として発展を続けています。

市制施行

交通の要衝・宿場町として繁栄

松戸市街と江戸川

徳川慶喜（左端）・昭武（中央後方）ほか集合写真（明治22年） 戸定邸／徳川慶喜撮影（明治31年）
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松戸市役所（昭和28年5月）

新京成電鉄開通（昭和30年4月）

市の鳥「つばめ（街の鳥）」
市の鳥「しらさぎ（水辺の鳥）」

市の花「つつじ（街の花）」
市の木「しい（里の木）」

市の鳥「ふくろう（森の鳥）」

七草マラソン（昭和36年撮影）

常盤平団地入居開始（昭和35年）

国道６号（左）昭和38年頃 （右）現在

（左）松戸駅新駅舎完成（昭和46年）（右）同じ位置 から見た現在の松戸駅

（左）旧水戸街道松戸駅入口付近（昭和33年頃）（右）現在の同所 観光梨園（昭和43年撮影）

すぐやる課の作業風景

常磐線が複々線に（昭和46年）

ボックス・ヒル市との姉妹都市調印式（昭和46年）

常盤平さくら通り「日本の道100選」

矢切の渡し

森のホール21（松戸市文化会館）

幸田貝塚出土品（国重要文化財）

戸定歴史館をご覧になる両陛下（平成21年）

宇宙飛行士・山崎直子さん帰還歓迎パレード

小金中学校科学部（平成24年）

上野東京ライン開業（平成27年）

専修大学松戸高等学校甲子園出場（平成27年）

市民交流会館「すまいる」

市立総合医療センター開院（平成29年）

東京外環松戸インターチェンジ 「あそびのすみか」の大型遊具

ちば北西部消防指令センター 東京2020オリンピック聖火リレー点火セレモニー

東松戸複合施設「ひがまつテラス」
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り
開
催

●
第
１
回
こ
ど
も
祭
り
開
催

■
昭
和
49（
1
9
7
4
）年

●
市
立
松
戸
高
校
開
校

■
昭
和
50（
1
9
7
5
）年

●
プ
レハ
ブ
教
室
全
面
解
消

■
昭
和
52（
1
9
7
7
）年

●
ご
み
の
分
別
収
集
開
始

■
昭
和
53（
1
9
7
8
）年

●
世
界
平
和
都
市
宣
言

■
昭
和
60（
1
9
8
5
）年

●
常
盤
平
さ
く
ら
通
り
が「
日
本
の
道
１
０
０
選
」に
選
ば
れ
る

■
昭
和
62（
1
9
8
7
）年

●「
矢
切
の
渡
し
」が
房
総
の
魅
力
５
０
０
選
に
選
ば
れ
る

■
昭
和
63（
1
9
8
8
）年

●
八
ケ
崎
に
公
設
総
合
卸
売
市
場
開
設

●
市
の
人
口
が
２０
万
人
を
突
破

■
昭
和
43（
1
9
6
8
）年

●
す
ぐ
や
る
課
誕
生

●
市
内
初
の
デ
パー
ト「
扇
屋
」開
店

■
昭
和
44（
1
9
6
9
）年

●
武
蔵
野
線（
新
松
戸
〜
府
中
本
町
間
）開
通
、新
松
戸
駅
開
設

●
市
の
人
口
が
３０
万
人
を
突
破

■
昭
和
48（
1
9
7
3
）年

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ボ
ッ
ク
ス・ヒ
ル
市（
現
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
）

と
姉
妹
都
市
提
携

●
常
磐
線
複
々
線
化
、営
団
地
下
鉄
千
代
田
線
が
相
互
乗
り
入
れ

●
松
戸
駅
新
駅
舎
完
成

■
昭
和
46（
1
9
7
1
）年

●
常
盤
平
団
地
に
入
居
開
始

●
稔
台・北
松
戸
に
工
業
団
地
造
成
開
始（
松
飛
台
は
昭
和
３７
年
に
造
成
開
始
）

■
昭
和
35（
1
9
6
0
）年

●
第
１
回
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

（
松
戸
駅
〜
馬
橋
駅
折
り
返
し
〜
松
戸
神
社
間
８.
７
㎞
）

●
沼
南
村
の
一
部
高
柳・高
柳
新
田
地
区
を
松
戸
市
に
編
入

■
昭
和
31（
1
9
5
6
）年

●
新
京
成
電
鉄（
松
戸
〜
津
田
沼
間
）開
通

■
昭
和
30（
1
9
5
5
）年

●
旧
小
金
町
の
大
部
分
を
松
戸
市
に
編
入（
人
口
６
６
，０
５
１
人
）

●
旧
徳
川
邸
を
文
化
施
設「
戸
定
館
」と
し
て
開
館

■
昭
和
29（
1
9
5
4
）年

●
二
十
世
紀
梨
誕
生
の
地
記
念
碑
完
成

●
観
光
梨
園
開
始

■
昭
和
39（
1
9
6
4
）年

●
ク
リ
ー
ン
セン
タ
ー（
体
育
館・プ
ー
ル
な
ど
含
む
）完
成

●
市
の
人
口
が
40
万
人
を
突
破

■
昭
和
55（
1
9
8
0
）年

●
２１
世
紀
の
森
と
広
場・森
の
ホ
ー
ル
２１・市
立
博
物
館
オ
ー
プ
ン

●
市
制
施
行
５０
周
年
を
迎
え
記
念
式
典
を
挙
行

●
市
民
憲
章
を
制
定

■
平
成
5（
1
9
9
3
）年

●
北
小
金
駅
南
口
再
開
発
ビ
ル「
ピ
コ
ティ
」全
館
オ
ー
プ
ン

●
幸
田
貝
塚
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

■
平
成
6（
1
9
9
4
）年

●「
柴
又
帝
釈
天
界
隈
と
矢
切
の
渡
し
」が

「
日
本
の
音
風
景
１
０
０
選
」（
環
境
庁
）に
選
ば
れ
る

■
平
成
8（
1
9
9
6
）年

●
松
戸
市
公
式
ホ
ー
ム
ペー
ジ
開
設
　
　

■
平
成
9（
1
9
9
7
）年

●
松
戸
市
民
栄
誉
賞
を
新
設
、

第
１
号
に
矢
切
の
渡
し
船
頭・杉
浦
正
雄
さ
ん
が
選
ば
れ
る

■
平
成
11（
1
9
9
9
）年

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
が
３０
周
年
を
迎
え
る

●
五
香
立
体
本
線
車
道
部（
新
京
成
ア
ン
ダ
ーパ
ス
）開
通

■
平
成
13（
2
0
0
1
）年

●
新
た
に「
市
の
木
」「
市
の
花
」「
市
の
鳥
」を
制
定

■
平
成
14（
2
0
0
2
）年

●
松
戸
み
ど
り
の
市
民
憲
章
を
制
定

■
平
成
16（
2
0
0
4
）年

●
戸
定
邸
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

●
ケニ
ア
の
環
境
副
大
臣
ワ
ン
ガ
リ・マー
タ
イ
さ
ん

（
２
０
０
４
年
に
ノ
ーベル
平
和
賞
を
受
賞
）が
、新
松
戸
南
小
学
校
に
来
校

■
平
成
18（
2
0
0
6
）年

●
山
崎
直
子
宇
宙
飛
行
士
の
帰
還
歓
迎
パレ
ー
ド
を
実
施
し
、

松
戸
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る

■
平
成
22（
2
0
1
0
）年

●
小
金
中
学
校
科
学
部
が
ロ
ボ
カッ
プ
ジュニ
ア
２
０
１
２

世
界
大
会
で
セン
サ
ー
賞
を
受
賞

■
平
成
24（
2
0
1
2
）年

●
松
戸
市
制
施
行
７０
周
年
を
迎
え
多
く
の
記
念
行
事
を
開
催

●
松
戸
市
の
ロゴマー
ク・スロ
ー
ガ
ン
決
定

■
平
成
25（
2
0
1
3
）年

●
専
修
大
学
松
戸
高
等
学
校
が
市
内
初
の
甲
子
園
出
場

●
上
野
東
京
ラ
イ
ン
開
業（
品
川
駅
ま
で
直
通
運
転
）

●
旧
徳
川
昭
武
庭
園（
戸
定
邸
庭
園
）が
国
の
名
勝
に
指
定

■
平
成
27（
2
0
1
5
）年

●
市
民
交
流
会
館「
す
ま
い
る
」オ
ー
プ
ン

●
ド
ミニ
カ
共
和
国
と
の
梨
交
流
ス
タ
ー
ト

■
平
成
28（
2
0
1
6
）年

●
市
立
病
院
が
移
転
し
、「
市
立
総
合
医
療
セン
タ
ー
」開
院

■
平
成
29（
2
0
1
7
）年

●
市
内
初
の
高
速
道
路・東
京
外
環
道
松
戸
イ
ン
タ
ー
チェン
ジ
開
通

■
平
成
30（
2
0
1
8
）年

●
教
育
の
機
会
確
保
法
施
行
後
、

全
国
初
の
夜
間
中
学「
市
立
第一中
学
校
み
ら
い
分
校
」開
校

■
平
成
31（
2
0
1
9
）年

●
パー
ト
ナ
ー
シッ
プ
宣
誓
制
度
導
入

●
ご
当
地
ナ
ンバー「
松
戸
ナ
ンバー
」交
付
開
始

■
令
和
2（
2
0
2
0
）年

●
東
松
戸
複
合
施
設「
ひ
が
ま
つ
テ
ラ
ス
」オ
ー
プ
ン

●
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

レ
ス
リ
ン
グ
女
子
５０
キ
ロ
級
の
須
﨑
優
衣
選
手
が
金
メ
ダル
、

羽
賀
理
之
選
手
ら
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
が
銅
メ
ダル
を
獲
得

●
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
点
火
セレ
モニ
ー
開
催

●
21
世
紀
の
森
と
広
場
内
に
遊
び
空
間「
あ
そ
び
の
す
み
か
」オ
ー
プ
ン

●
中
央
消
防
署
内「
ち
ば
北
西
部
消
防
指
令
セン
タ
ー
」が

県
内
10
市
で
共
同
運
用
開
始

■
令
和
3（
2
0
2
1
）年

●
ド
ミニ
カ
共
和
国
と
パー
ト
ナ
ー
シッ
プ
協
定
締
結

■
令
和
4（
2
0
2
2
）年

●
市
制
施
行
80
周
年
を
迎
え
る

■
令
和
5（
2
0
2
3
）年

●
松
戸
市
出
身
の
山
崎
直
子
さ
ん
が
宇
宙へ

■
平
成
20（
2
0
0
8
）年

●
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
戸
定
歴
史
館へ
行
幸
啓

■
平
成
21（
2
0
0
9
）年

●
人
権
尊
重
都
市
宣
言

●
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線「
東
松
戸
駅
」開
業

■
平
成
10（
1
9
9
8
）年

●
戸
定
が
丘
歴
史
公
園・戸
定
歴
史
館（
戸
定
邸
を
含
む
）オ
ー
プ
ン

●
北
総
開
発
鉄
道（
現
北
総
鉄
道
）全
線
開
通

（
矢
切・秋
山・東
松
戸・松
飛
台
駅
開
設
）

■
平
成
3（
1
9
9
1
）年

●
戸
定
邸
の
庭
園
が
県
の
文
化
財（
名
勝
）に
指
定

●
松
戸
駅
西
口
デッ
キ
完
成

●
松
戸
駅
に
東
西
自
由
通
路
完
成

■
昭
和
61（
1
9
8
6
）年

人口40万人突破
（昭和55年）

人口30万人突破
（昭和48年）

人口20万人突破
（昭和43年）

人口10万人突破
（昭和37年）

人口40,433人
（昭和18年）

人口497,130人
（令和5年）
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松
戸
の

﹇
松
戸
市
誕
生
か
ら
の
年
表
﹈

あ
ゆ
み

松
戸
の

﹇
松
戸
市
誕
生
か
ら
の
年
表
﹈

あ
ゆ
み

松戸市役所（昭和28年5月）

新京成電鉄開通（昭和30年4月）

市の鳥「つばめ（街の鳥）」
市の鳥「しらさぎ（水辺の鳥）」

市の花「つつじ（街の花）」
市の木「しい（里の木）」

市の鳥「ふくろう（森の鳥）」

七草マラソン（昭和36年撮影）

常盤平団地入居開始（昭和35年）

国道６号（左）昭和38年頃 （右）現在

（左）松戸駅新駅舎完成（昭和46年）（右）同じ位置 から見た現在の松戸駅

（左）旧水戸街道松戸駅入口付近（昭和33年頃）（右）現在の同所 観光梨園（昭和43年撮影）

すぐやる課の作業風景

常磐線が複々線に（昭和46年）

ボックス・ヒル市との姉妹都市調印式（昭和46年）

常盤平さくら通り「日本の道100選」

矢切の渡し

森のホール21（松戸市文化会館）

幸田貝塚出土品（国重要文化財）

戸定歴史館をご覧になる両陛下（平成21年）

宇宙飛行士・山崎直子さん帰還歓迎パレード

小金中学校科学部（平成24年）

上野東京ライン開業（平成27年）

専修大学松戸高等学校甲子園出場（平成27年）

市民交流会館「すまいる」

市立総合医療センター開院（平成29年）

東京外環松戸インターチェンジ 「あそびのすみか」の大型遊具

ちば北西部消防指令センター 東京2020オリンピック聖火リレー点火セレモニー

東松戸複合施設「ひがまつテラス」

１９４３昭和18年 令和5年２０２３

● 

松
戸
町・高
木
村・馬
橋
村
が
合
併
し
、県
下
７
番
目
の
市
と
し
て

松
戸
市
が
誕
生（
人
口
４
０
，４
３
３
人
）

■ 

昭
和
18（
1
9
4
3
）年

● 

松
戸
競
輪
場
開
設

■ 

昭
和
25（
1
9
5
0
）年

● 

北
松
戸
駅
が
常
設
駅
と
し
て
開
業

■ 

昭
和
33（
1
9
5
8
）年

● 

徳
川
武
定
氏
が
戸
定
の
土
地
、

屋
敷（
現
戸
定
が
丘
歴
史
公
園
）を
市
に
寄
付

■ 

昭
和
26（
1
9
5
1
）年

● 

市
役
所
が
現
在
の
キ
テ
ミ
テ
マ
ツ
ド
付
近
か
ら
根
本
に
移
転

■ 

昭
和
34（
1
9
5
9
）年

● 

国
道
６
号
松
戸
バ
イ
パ
ス
開
通

■ 

昭
和
36（
1
9
6
1
）年

● 

北
松
戸
に
初
の
市
立
保
育
所
開
所

■ 

昭
和
38（
1
9
6
3
）年

● 

運
動
公
園
に
野
球
場
完
成

● 

栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場
完
成

■ 

昭
和
47（
1
9
7
2
）年

● 

第
１
回
松
戸
ま
つ
り
開
催

● 

第
１
回
こ
ど
も
祭
り
開
催

■ 

昭
和
49（
1
9
7
4
）年

● 

市
立
松
戸
高
校
開
校

■ 

昭
和
50（
1
9
7
5
）年

● 

プ
レハ
ブ
教
室
全
面
解
消

■ 

昭
和
52（
1
9
7
7
）年

● 

ご
み
の
分
別
収
集
開
始

■ 

昭
和
53（
1
9
7
8
）年

● 

世
界
平
和
都
市
宣
言

■ 

昭
和
60（
1
9
8
5
）年

● 

常
盤
平
さ
く
ら
通
り
が「
日
本
の
道
１
０
０
選
」に
選
ば
れ
る

■ 

昭
和
62（
1
9
8
7
）年

●「
矢
切
の
渡
し
」が
房
総
の
魅
力
５
０
０
選
に
選
ば
れ
る

■ 

昭
和
63（
1
9
8
8
）年

●  

八
ケ
崎
に
公
設
総
合
卸
売
市
場
開
設

● 

市
の
人
口
が
２０
万
人
を
突
破

■ 

昭
和
43（
1
9
6
8
）年

● 

す
ぐ
や
る
課
誕
生

●  

市
内
初
の
デ
パー
ト「
扇
屋
」開
店

■ 

昭
和
44（
1
9
6
9
）年

● 

武
蔵
野
線（
新
松
戸
〜
府
中
本
町
間
）開
通
、新
松
戸
駅
開
設

● 

市
の
人
口
が
３０
万
人
を
突
破

■ 

昭
和
48（
1
9
7
3
）年

● 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ボ
ッ
ク
ス・ヒ
ル
市（
現
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
）

   

と
姉
妹
都
市
提
携

● 

常
磐
線
複
々
線
化
、営
団
地
下
鉄
千
代
田
線
が
相
互
乗
り
入
れ

● 

松
戸
駅
新
駅
舎
完
成

■ 

昭
和
46（
1
9
7
1
）年

● 

常
盤
平
団
地
に
入
居
開
始

● 

稔
台・北
松
戸
に
工
業
団
地
造
成
開
始（
松
飛
台
は
昭
和
３７
年
に
造
成
開
始
）

■ 

昭
和
35（
1
9
6
0
）年

● 

第
１
回
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

   （
松
戸
駅
〜
馬
橋
駅
折
り
返
し
〜
松
戸
神
社
間
８.
７
㎞
）

● 

沼
南
村
の
一
部
高
柳・高
柳
新
田
地
区
を
松
戸
市
に
編
入

■ 

昭
和
31（
1
9
5
6
）年

● 

新
京
成
電
鉄（
松
戸
〜
津
田
沼
間
）開
通

■ 

昭
和
30（
1
9
5
5
）年

● 

旧
小
金
町
の
大
部
分
を
松
戸
市
に
編
入（
人
口
６
６
，０
５
１
人
）

● 

旧
徳
川
邸
を
文
化
施
設「
戸
定
館
」と
し
て
開
館

■ 

昭
和
29（
1
9
5
4
）年

● 

二
十
世
紀
梨
誕
生
の
地
記
念
碑
完
成

● 

観
光
梨
園
開
始

■ 

昭
和
39（
1
9
6
4
）年

● 

ク
リ
ー
ン
セン
タ
ー（
体
育
館・プ
ー
ル
な
ど
含
む
）完
成

● 

市
の
人
口
が
40
万
人
を
突
破

■ 

昭
和
55（
1
9
8
0
）年

● 

２１
世
紀
の
森
と
広
場・森
の
ホ
ー
ル
２１・市
立
博
物
館
オ
ー
プ
ン

● 

市
制
施
行
５０
周
年
を
迎
え
記
念
式
典
を
挙
行

● 

市
民
憲
章
を
制
定

■ 

平
成
5（
1
9
9
3
）年

● 

北
小
金
駅
南
口
再
開
発
ビ
ル「
ピ
コ
ティ
」全
館
オ
ー
プ
ン

● 

幸
田
貝
塚
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

■ 

平
成
6（
1
9
9
4
）年

● 「
柴
又
帝
釈
天
界
隈
と
矢
切
の
渡
し
」が

  「
日
本
の
音
風
景
１
０
０
選
」（
環
境
庁
）に
選
ば
れ
る

■ 

平
成
8（
1
9
9
6
）年

● 

松
戸
市
公
式
ホ
ー
ム
ペー
ジ
開
設
　
　

■ 

平
成
9（
1
9
9
7
）年

● 

松
戸
市
民
栄
誉
賞
を
新
設
、

   

第
１
号
に
矢
切
の
渡
し
船
頭・杉
浦
正
雄
さ
ん
が
選
ば
れ
る

■ 

平
成
11（
1
9
9
9
）年

● 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
と
の

  

姉
妹
都
市
提
携
が
３０
周
年
を
迎
え
る

● 

五
香
立
体
本
線
車
道
部（
新
京
成
ア
ン
ダ
ーパ
ス
）開
通

■ 

平
成
13（
2
0
0
1
）年

● 

新
た
に「
市
の
木
」「
市
の
花
」「
市
の
鳥
」を
制
定

■ 

平
成
14（
2
0
0
2
）年

● 

松
戸
み
ど
り
の
市
民
憲
章
を
制
定

■ 

平
成
16（
2
0
0
4
）年

● 

戸
定
邸
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

● 

ケニ
ア
の
環
境
副
大
臣
ワ
ン
ガ
リ・マー
タ
イ
さ
ん

   （
２
０
０
４
年
に
ノ
ーベル
平
和
賞
を
受
賞
）が
、新
松
戸
南
小
学
校
に
来
校

■ 

平
成
18（
2
0
0
6
）年

● 

山
崎
直
子
宇
宙
飛
行
士
の
帰
還
歓
迎
パレ
ー
ド
を
実
施
し
、 

   

松
戸
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る

■ 

平
成
22（
2
0
1
0
）年

● 

小
金
中
学
校
科
学
部
が
ロ
ボ
カッ
プ
ジュニ
ア
２
０
１
２

  

世
界
大
会
で
セン
サ
ー
賞
を
受
賞

■ 

平
成
24（
2
0
1
2
）年

● 

松
戸
市
制
施
行
７０
周
年
を
迎
え
多
く
の
記
念
行
事
を
開
催

● 

松
戸
市
の
ロゴマー
ク・スロ
ー
ガ
ン
決
定

■ 

平
成
25（
2
0
1
3
）年

● 

専
修
大
学
松
戸
高
等
学
校
が
市
内
初
の
甲
子
園
出
場

● 

上
野
東
京
ラ
イ
ン
開
業（
品
川
駅
ま
で
直
通
運
転
）

● 

旧
徳
川
昭
武
庭
園（
戸
定
邸
庭
園
）が
国
の
名
勝
に
指
定

■ 

平
成
27（
2
0
1
5
）年

● 

市
民
交
流
会
館「
す
ま
い
る
」オ
ー
プ
ン

● 

ド
ミニ
カ
共
和
国
と
の
梨
交
流
ス
タ
ー
ト

■ 

平
成
28（
2
0
1
6
）年

● 

市
立
病
院
が
移
転
し
、「
市
立
総
合
医
療
セン
タ
ー
」開
院

■ 

平
成
29（
2
0
1
7
）年

● 

市
内
初
の
高
速
道
路・東
京
外
環
道
松
戸
イ
ン
タ
ー
チェン
ジ
開
通

■ 

平
成
30（
2
0
1
8
）年

● 
教
育
の
機
会
確
保
法
施
行
後
、

  
全
国
初
の
夜
間
中
学「
市
立
第一中
学
校
み
ら
い
分
校
」開
校

■ 

平
成
31（
2
0
1
9
）年

● 

パー
ト
ナ
ー
シッ
プ
宣
誓
制
度
導
入

● 

ご
当
地
ナ
ンバー「
松
戸
ナ
ンバー
」交
付
開
始

■ 

令
和
2（
2
0
2
0
）年

● 

東
松
戸
複
合
施
設「
ひ
が
ま
つ
テ
ラ
ス
」オ
ー
プ
ン

● 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

   

レ
ス
リ
ン
グ
女
子
５０
キ
ロ
級
の
須
﨑
優
衣
選
手
が
金
メ
ダル
、

   

羽
賀
理
之
選
手
ら
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
が
銅
メ
ダル
を
獲
得

● 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
点
火
セレ
モニ
ー
開
催

● 

21
世
紀
の
森
と
広
場
内
に
遊
び
空
間「
あ
そ
び
の
す
み
か
」オ
ー
プ
ン

● 

中
央
消
防
署
内「
ち
ば
北
西
部
消
防
指
令
セン
タ
ー
」が

   

県
内
10
市
で
共
同
運
用
開
始

■ 

令
和
3（
2
0
2
1
）年

● 

ド
ミニ
カ
共
和
国
と
パー
ト
ナ
ー
シッ
プ
協
定
締
結

■ 

令
和
4（
2
0
2
2
）年

● 

市
制
施
行
80
周
年
を
迎
え
る

■ 

令
和
5（
2
0
2
3
）年

● 

松
戸
市
出
身
の
山
崎
直
子
さ
ん
が
宇
宙へ

■ 

平
成
20（
2
0
0
8
）年

● 

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
戸
定
歴
史
館へ
行
幸
啓

■ 

平
成
21（
2
0
0
9
）年

● 

人
権
尊
重
都
市
宣
言

● 

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線「
東
松
戸
駅
」開
業

■ 

平
成
10（
1
9
9
8
）年

● 

戸
定
が
丘
歴
史
公
園・戸
定
歴
史
館（
戸
定
邸
を
含
む
）オ
ー
プ
ン

● 

北
総
開
発
鉄
道（
現
北
総
鉄
道
）全
線
開
通

  （
矢
切・秋
山・東
松
戸・松
飛
台
駅
開
設
）

■ 

平
成
3（
1
9
9
1
）年

● 

戸
定
邸
の
庭
園
が
県
の
文
化
財（
名
勝
）に
指
定

● 

松
戸
駅
西
口
デッ
キ
完
成

● 

松
戸
駅
に
東
西
自
由
通
路
完
成

■ 

昭
和
61（
1
9
8
6
）年

人口40万人突破
（昭和55年）

人口30万人突破
（昭和48年）

人口20万人突破
（昭和43年）

人口10万人突破
（昭和37年）

人口40,433人
（昭和18年）

人口497,130人
（令和5年）
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